






≪ファンドマネージャーのコメント≫ ※現時点での投資判断を示したものであり、将来の市況環境の変動等を保証するものではありません。

※　後述の当資料のお取り扱いにおけるご注意をよくお読みください。

債券価格上昇要因（金利低下要因） 債券価格下落要因（金利上昇要因）

⚫ 大規模な金融緩和の継続
⚫ 地政学リスクの高まり
⚫ 円高・株安の進行

⚫ 大規模な金融緩和の縮小
⚫ 地政学リスクの後退
⚫ 円安・株高の進行

【投資環境】
国内金利は上昇
国内債券市場では、金利は上昇しました。自民党総裁選や衆院選が注目される中、次期政権の経済政策への

期待や国債増発懸念を背景に国内金利は上昇しました。また、米国の金融引き締め観測の高まりも国内金利の
上昇要因となりました。

日銀は大規模な金融緩和の維持を決定
日銀は9月の金融政策決定会合で、大規模な金融緩和の維持を決定しました。また、金融機関の気候変動対

応投融資を支援する新たな資金供給策について、制度の詳細を決定しました。

【ファンドの運用状況】
月間の動き
金利の上昇が基準価額の下落要因となりました。

運用のポイント
当ファンドが投資するマザーファンドは、日本国債のみで運用を行っており、残存0年～15年までの残存1年

ごとの組入比率がほぼ均等となるようなラダー型ポートフォリオを構築しています。

【今後の展望・運用方針】
今後の展望
国内では、緊急事態宣言の解除に伴う経済活動の再開により、景気回復が期待されるものの、物価の低迷は

続く見込みです。国内債券市場では、日銀による大規模な金融緩和の継続を背景に長期金利は引き続き低位で
の推移を予想します。

運用方針
引き続き、マザーファンド受益証券の組入比率を高位に維持するとともに、マザーファンドではラダー型

ポートフォリオを保持してまいります。

※基準日現在、日本国債の格付けは、R&I：AA+格、JCR：AAA格、Moody's：A1格、S&P：A+格、Fitch：A格です。
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